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学報第74号

ダグール語南屯方言の特徴

角　道　正　佳

Remarks　o簸the　Em甑e　ayil　Dialect　of　Dagur　Language

KAKUDO　Masayoshi

　　1飢he£m甑e　ay韮dialect　of　Dagur　language　spoken　in　Evenki　autonomous　region　in

Inner　Mo益golla，　the至irst　coRsonant　c｝uster　of＊bC，　gC～γC　is　regresslvely　assi磁llated

£o出esecond　consonant圭n　some　co無dit量o無s．　As　a　res慧lt　the　consonant　clus重eτof　rC童韮

other　Dlalect　in　Dagur　co∬espond　to　gem玉難ate　consona纏in　this　d童alect．＊qand＊k，　un．

like　other　dialect，　correspond　to　x　and　k　respectively，　as　far　as　they　keep　voicelessness．

O．はじめに

　筆者は1986年8月12　H　・一　13日と9月15日の工回にわたって、当時日本に滞在しておられたマスキ

（馬斯克）氏（1941年7月5日現在の内蒙古宙治区呼倫貝爾盟那温克自治旗南屯に生まれ、1953年

1月までこの地に滞在、現在はフフホト（呼和浩特）の内蒙古師範大学で物理の教鞭をとっておら

れる）の母語を調査した。最初は単にダグール語が少しでも録音できればよいというつもりで、準

備も不十分なままで録音を始めた。しかし始めてみると、すぐに、各種の文献で知り得たダグール

語の記述とは異なっている点があることに気付き、整理してみると、興味深いことがわかってきた。

調査語彙が限られているので、完全に満足できるような法則を取り出すことはできないが、一応満

足ができる程度の規則性は得られたと思うので、ここに報告することにした。

　マスキ氏に始めておEにかかったのは、1986年5月24日東京外国語大学で開かれたH本モンゴル

学会の懇親会であった。何とかしてダグール語を録音したいものだと思い、お願いすると、快く引

き受けてくださった。マスキ氏はハイラル（海拉爾）の生まれで、ダグール語ならもう一人もっと

よく話せる人が東京に滞在しているということであったが、その人には、残念ながらお目にかかる

機会がなかった。

　ダグール語を録音するといっても、文字を持たない言語であるから（、1）書かれたものを読んで

もらうというわけにはいかない。そこで、伸素純の『達斡爾語簡志毒（以下鴨志』とのみ表す）

を利用して、騰克人民公社のダグール語の発音をIPAで表記したもの、漢語訳、対応するモンゴ

ル語（対応する語がない場合は意昧的に最も近いモンゴル語）、さらに隼木四来、喰勘額爾敦の
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ダグール語南屯方言の特徴

睦斡爾語輿蒙古語姥較論（以丁罫比輪とのみ表す〉、恩和滋蟹の睦漢小詞撫のダグール語表

記等を記載したカードを作った。

　最初の調査は、マスキ氏がたまたま来阪する機会に家に寄っていただいて行った。テープレコー

ダーの一疇停止のボタンをマスキ氏自身に操作していただいて、カードを一枚ずつ提示することに

よって、ダグール語を確実に思いbl　1すのを待ってから、テープに録音していただいた。録音と同時

に、カードにマスキ氏の発音を書き込んでいった。思い出せなかったカードの語は取り除いた。思

い出すのに要した時間は、短いものはカードを見た瞬聞（カードのどの部分を見ていたかは明らか

ではないが、あるときは漢語訳、あるときはモンゴル語であったようである。IPAの表記が次第

に読めるようになってきたとおっしゃっていたが、時々これは何と書いてあるのかと質問されたこ

とから想像すると、完全には読めるようにはなっていなかったようである。〉から、長いものでは

数分（この中には意味を確認していた時問も含まれる。おかげでより適切な慧味がわかったものも

ある（2））かかった。

　二圓騒は千葉県船橋市にある日申文教協会寮で行った。中国へ帰国される面郵こお邪魔したので、

マスキ氏にも急用ができてしまい、非常に望ましくない状況で調査せざるをえなかった。カードは

～圓目と同じように準備してあったのであるが、時間の制約のため、録音できる状態ではなかった

ので、録音はとっていない。

　ダグール語南屯方言という言い方は必ずしも適切ではないが、従来のハイラル方讐の資料（31と

異なる特徴があるので、あえてこうした次第である。南屯はハイラルから、約鉛キロ南方に位澄し

ている。南屯の発音がすべてこの報篶と購じであるということではない1評　ダグール語南屯方欝

という欝い方でマスキ氏の欄人語を表しているという意味に受け取っていただきたい。マスキ氏の

発音が従来のダグール語のどの記述とも違っている点があるという意味で、特にダグール語南屯方

言と呼ぶことにしたわけである。

1．ダグール語の下位方言について（5）

　ダグール語は＊pをxとして保存しているということ、長母音を保存していること、＊a7u，＊e離

に対応する二重母音au，　euを持っていることなどによってモンゴル語音韻史上、注類を浴びてき

た言語（旙）である。しかしダグール語のすべての方書がこれらの特徴を持ちあわせているわけ

ではない。ハイラル方言は＊pに対応するxは存在していないし（6、）薪鶉方需（7＞は長母音を他の

方言ほどには保存していない。語中の㌔，＊kはある条件で有声化する方言が多いが、Martinの記

述したオノン氏の発音には、この有声化が見られない（∂〉マスキ氏の発音では、他の方奮に見ら

れる子音の前のrが見られないことがある。例えば、

プトハ方言　ハイラル方言　オノン氏の方言　薪彊方醤

1　hek呈 6‘．ノ‘i heki Heki

マスキ氏
（南屯方言）

eki　　　　＊peki
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2　田ood

3　juruwu

4　茎arq

5　kao（蓋in

6　helee

MOA

u．ypyv

　ニ　ノを　い

訂apm
i　ti

xay　u　韮耽

ニむ　ざに
王｛eμe

moode

juruhe

｝arici

kaucin

hejee

Mod　　　mo：d

Jurug　　dsurug

Larqi　　　　　latt∫

Kauqin　　　xaut∫ig

Heje　　　ked5e：

＊m6dun　　木

＊∫油ke　　心臓

＊ nab6i　　　葉

＊q・・a6in　古い

盤・iiye　　いつ

　1の例からわかるとおり、＊pekiの㌔はハイラル方醤及び南屯方書では保存されていない。2，

6の例から明らかなように、新鵬方欝では長母音が保存されていない。3の＊Jir養keの例からわか

るとおり、オノン氏の方書では母音閣の＊kの有声化が起こっていない。5の＊qark6inの例から明

らかなように、㌔はハイラル方雷及び南屯方需では摩擦音が対応する。6のmekeiiyeからわかる

ように＊kはハイラル方言及び南屯方言では閉鎖音が保存されている。マスキ氏の方雷はハイラル

方書に近いが、4の㌔abこ1からわかるように、他の方雷ではrとして現れる音がtとして現れる

（すなわち逆行岡化を起こしている）という違いがある。ここに挙げた五つの方言に共通している、

いわゆるダグール語としての持徴は5の例に見られる二重母音だけである。

2．褒記方法

　1で例にあげたプトハ（布持恰）方雷と編蚕方露の表記は辞書の表記であり、現代中国語（漢

語）を表記する排音字母と類似した音億を持っている表記体系である。子音の音価はq［tS］，　x

［sj，」［d3］，　y［」〕のようになっている。母音字については、プトハ方署の辞書の体系で

は［au〕をaoで表すが、薪張方鷺の辞書ではauで表してある。さらに詳しくみると、プトハ

方言の辞書では第一音節のoに後続する短母音のうち円唇母音のものは、uでなくoで表してあ

ることが多い。また語末で子音が二つ連続したり、語申で子音が三つ連続するのを許すような音韻

解釈に基づいて蓑記されている。新彊方言の辞書では、子音連続の許容度が少し厳しい（3＞

　音韻購造の爾でMartinの記述はこれとは正反対の立場をとっていて、　n以外の子音は音節末に

は現れないような体系になっている。実際にはMartin　（1960：4－5）に述べられているように、

どの母音があるかわかりにくい場合にはすべてeという母音が挿入されている。鞍ヒ蜘で採用さ

れている表記には［g｝は現れない。その理磁は享木鰯来、1倫勘額爾敦（1983：14）が述べてい

るように［g］は／n／の条件異音（語末及び軟口蓋音の前に現れる）であるからである。マスキ

氏の発音では、語末に明らかに［n］が聞かれた語（manan「霧」）があったが、［n］と［g］

が対立するかどうかについては調べていない。『比較sの表記体系（音素解釈）は語末で子音が二

つ続いたり、語中で子音が三つ続いたりするのはごく限られている（乙o｝　ge比蜘では［．e．］，

［o〕という表記が用いられているが、マスキ氏の発音を表記する際には［u】，［o】を用いる

ことにする。

　摘志sに記されている語末の円唇化子音と同じものがマスキ氏の発音にあるかどうかについて

3



ダグール諾欝屯方露の讐徴

は、結論を保留しなければならない。例えば、kurdw「輪」はマスキ氏の発音ではkurdwにも

kurdeにも聞こえるし、　obu「分」はobwにもobuにも聞こえる。これは音素体系全体に関わ

る問題なので、改めて調査しなければ結論は下せない。しかし、語末の口蓋化子音はマスキ氏の発

音では明らかに〔i］に聞こえた（9i）

　『簡志sでは、第二音節以下の短母音には［a］，［o］は現れず、［∂］，［u］のみが現れる。

例えば、ausem「粟」、　manen「霧」、　olum「腹帯」、　ordOD「以前」のようである。しかし、

マスキ氏の発音ではausem，　manan，　olum，　ordoOのように、［a］，［o］，［∂］，［u］がすべて

現れた。この問題も音素解釈全体に関わってくるので、改めて調査しないことには結論は下せない。

以下に示すマスキ氏の発音は、聞こえたとおりに表したものであって再考の余地を残している。

jausog「行った」とidson．「食べた」のsegに違いがあるかどうか確かめてみたが、違いはな

かったし、マスキ氏窃身の内省でも同じだった。

　二重母音［au］，［eu］は実際には［au：］，［eu：1のようであり、とりわけ語末に来る場含

には、第二要素が非常に長い。語中に来る場合は注意していないと、第…要素は聞き落とすぐらい

短い。これらの二重母音は下降二重母音を思わせるような表記がしてあることがあるが、実際には

上昇二重母音ないしは短母音＋長母音である。

　この報皆の焦点は、音声末子音の及び㌔～＊kの発達にあるので、表記方法としては音素解釈

を施していない音声表記を用いる。

3．子音の前もしくは語末の子音で他の方言ではrが現れる語

　対応するモンゴル文語で音節宋に現れうる子音1，r，　m，　n，　ng，　b，　d，　g，γ，　sのうち、　b，　d，　g，γ，　sが

音節末（語中で子音の前、あるいは語末）にある場合、従来の記述によると、ダグール語ではr

になっている。しかし、南屯方雷では、必ずしもrになっていない語がある。

　まず、他の方書（ここではプトハ方言の例を示す）で語中で子音の前にrが現れるが、南屯方

言ではrが現れないで、後続子音と同化している語がある。例えば（12＞

A nd

2
（
6
4
5
c
b
7

南屯方言

　CiCl

xattag

xattas

k∂tt．

ettSu：

玉attS

xattSe：－

twattS

プトハ方雷

　rC
kart（r）ag

kartas

kert一

e「（茎uu

larq

karq－

tor（墨

モンゴル文語

　C達C，，

qabtaγa

qabtasun

kebte．

eb6圭gUn

nab6i

qab6i一

重obd

キザミタバコ入れ

板

横になる

胸

葉

締めつける

ボタン

4



学報第74号

8　　saPP

g　　tikkes

10　edd．

11　　0tt－

12　　batt．

13　　tott－

i4　　sott，

15　　noSS－

16　　dedd．

sarp

tibkees

exd一

ort－

bart．

tor£－

sort・

nurx騨

derd．

（sabqa）｛’3）

（tebegesU）｛14）

（ebdere騨）

uγtu－

baγta．

toγta－

SOγta－

n696i－

degde一

箸

釘

壊す

迎える

含む

決まる

酔う

過ぎる

飛ぶ

他の方言で語中で子音の前にrが現れる語に対して、南屯方言でもrが現れる語もある。

　　　　南屯方讐

　　　　　　rC

B　17　　0rd3

　　18　　art

C　lg　　xarx．

　　20　　　mo：r茎くa：－

　　21　　erk－

　　22　　∂urko：．

　　23　　　ggrki：一

プトハ方雷

　rC
orJ

ar£

（harh－）

（moorkaa－）

herk－

eurkee．

gerki一

モンゴル文語

　C，C2

uγ」1

aγta

qadqu－

marudqa－

esge－

egUS麹e－

9量§ki一

角笛

去勢馬

刺す

悪くなる

割る

始める

踏む

他の方言で語末で子音の前にrが現れる語に鰐して、南屯方霧でもrが現れる語もある。

D 24

25

26

27

28

29

南屯方欝

　r＃

bodo：r

xodir

ugir

keuk∂r

olor

buri

プトハ力雷

　r＃

bodoor

kod圭r

（ugir）

（keuker）

olor

buri

モンゴル文語

　C＃

buduγ

quduγ

6k圭d

keitke（l

ulus

b6s

顔料

井戸

娘たち

子供たち

人々

布

他の方言で子音の前あるいは語末にrが現れる語に対して、南屯方書でr以外の子音が対応する
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ダグール語南電方雪の特徴

語がある。

　　　　南屯方器

　　　　　CIC，－C，＃

E　　30　　　dabt寵

　　31　　　dobtol－

　　32　dog＄g

　　33　　bugs

　　34　　d3ug

　　35　　　geske：一

プトハ方雷

　rC～r＃
dabt－～dart－

dorto｝．

doyxin

burs

jur

（gerke－）

モンゴル文語

C、C，～C、磐

dabta．

dobtala．

doγきin

b6墓se

lUg

蓼es茎（e一

鉄を鍛える

突き進む

乱暴な

（獣の）後単身

方向

溶かす

他の方雷でも南屯方欝でも共にr以外の子轡が現れる語がある。

　　　　南屯方言

　　　　　C垂C，～C、＃

F　　　36　　　d3abk

　　37　　　d3ebd3

　　38　　kereg

　　39　　m∂gd3

　　4◎　　nokts

プトハ方言

C，C，～C，＃

jabk

（jabl）

（1〈ereg）

（megj）

nokq

モンゴル文語

C、C，～C瀦

（jabsar）

iabji

kereg

meg∫i

以上の例をモンゴル文語の子音連続の面から整理してみると次のようになる。

衣服の綻び

Ilの縁

矯事

雌の猪

蓉髄

例の番号

A

8
C
D

1～20

11－－16

17～18

19～20

21～23

2媛～25

26～27

28～29

3◎～31

32～33

モンゴル文語
の子音連続

bC

γC～9C

γC－」9C

dC
sC
γ＃　一　9＃

d＃

s舞

bC

γC～9C

南屯方需
の子音連続

岡化

岡化

rC

rC

rC

r＃

r＃

rG）彗

bC
gC

プトハ方欝
の子膏遮続

rC

rC

rc

rC

rc

r＃

r＃

r（1）＃

rC

rC

6
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　　34

　　35

F　36～37

　　38

　　39

9＃

sC

bC
9＃

9C

9＃

sC

bC
9＃

9C

r＃

r＃

bC
9＃

9C

この表のB，E，　Fは例外になるので一応除外すると、爾屯方言について次のことがいえる。

　（1）舛応するモンゴル文語の子膏達続のうちで、最初の子音がbまたはg～γの場合は、

　　　　南屯方欝において逆行岡化が起こっているQ

　（2）対応するモンゴル文語の子音連続のうちで、最初の子音がdまたはsの場合は、南屯

　　　　方雷においてその子音はrになっている。

　（3）舛応するモンゴル文語において子音が語来に来ている場合は、南屯方雷ではその子音は

　　　　rになっている。

岡じことを少し観点を変えて例外も含めて整理すると、次の表のようになる。

C，　　　回 t s 璽 ＃

こ き k

C垂 d ∫

b 剛ヒ，b 一 同化 b
…

d
一 一

r
一

r

琴～γ 岡化，r，9 9 一 「，　9 「，　9

S
一 一 r，1 …

τ（i）

c歪

Ca

辞

岡化

モンゴル文語における音節束子音

モンゴル文語における後続する子音

語宋

南屯地方で逆行岡化が起こっているもの

該巌例がみあたらないもの

　以上述べた語以外に、他の方欝で子音の前でrが現れるときに、南屯方憲でもrが対応する語

がある。
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ダグール語南屯方言の特徴

G　41

　　42

　　43

　　44

　　45

　　46

　　47

　　48

　　49

　　50

　　51

南屯方言

ordoO

xordo§

kurdo

d50：rd

mlard

dard

kwa　r　rt

bakart

＊）rkw

xwarki

ars

プトハ方言

ordoon

hordon

kurd

（jeerd）

miard

（dard）

kuart

（bakart）

xorko

huarki

ars

モムゴル文語

（urida）

qurdun

kUrdUn

iegerde

arasun

以前

速い

車輪

栗毛

豹

ゆりかご

屠殺用のナイフ

火引ききのこ

かんざし

かまど

皮

　41～44及び51はもともとrを持っていた語である。他の語も借用された段階でrを持っていた

ものと思われる。ここで例えば16のd∂dδ∫飛ぶ」では逆行隅化が起こっているのに、43のkurde

「車輪」ではrが残っているのはなぜかという疑問が生じる。dedd一より古い形として南屯方霧に

も他の方言と嗣様にderd一という形があったと考えると、この疑問に答えるのは容易ではない。し

かし、deldd・より古い形として南屯方言にはdord一という形は存在せず、　degde一のgが直接d

に同化したと考えると説明は簡単になる。つまり、購化が起こるのは、子音連続の最初の子音が

b，g～γ（すなわちr以外の場合）に限られていて、その子音が他の方書のようにrにならないう

ちに購化を起こしたと考えられる。

4．＊q，＊kの発達（15）

＊ q，＊kの発達に関しては次のような対応がある。

（1）

A

B

v
－
t
2
3
4
み
5
ρ
◎
7

南屯方言

　X

xattS

xantS

xautsiD

xat＄r

xodir

xotS－

barxaD

プトハ方書

　k

kabq

kanq

kaoqin

kaqir

kodir

koq－

barkan

モンゴル文語

　儀

qab6an

qan6u

qaγUCm

qa6ar

qud犠γ

qu6a－

burqan

縄

袖

蜜い

頬

井戸

吠える

仏
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C

8

9

10

11

（2）

D　12

　　　13

14

15

16

17

18

19

（3）

E　20

　　　21

　　　22

　　　23

　　　24

（4）

F

G

H

25

26

27

28

29

30

31

32

33

（5）

1　34

　　　35

　　　36

　　　37

logke

axa：

uxa：

tax

　　X

xabirag

xa：IOg

xar

xa「aggUl

xonl

xwar∂m

xobi

xordog

　　9

ag

a「191

mjag

d3ag

sagal

　　k

kegk

k∂r∂9

kemtS

kuis

kurde

orki．

tulki－

ukur

t＄ki

　　k

keig

ke：r

kend3e：

ker

lonko

akaa

“kaa

tak

　　h［x］

habirag

haa正ag

har

harangoi

honi

huaram

hob圭

hordon

　　　　　　　〔16｝

　　9～w

ag

a「91

mlag

jag

sagal

　　k

kenk

kereg

k圭mq

k疑呈s

kurd

ork至一

tulkl－

hukur

q面

　　h［x］

hein

heer

hemlee

her

9

10ngqu

aqa

uqaγan

taqa

q

qab至rγan

qaγa至γa

qara

qara籍99Ul

　　　ゆqonm

qormal

qubi

qurdun

　　q

a傑a

ariki

mlqaR
マ

jaqa

saqal

　　k

kemeke

kereg

kimusun

kuis蔭鍛

kUrdU薮

orki．

重ulk圭．

uker

こ圭kin

　　k

ke圭

kegere

kemiiye

ker

瓶

兄

知識

蹄鉄

助骨

門

黒い

暗い

羊

裾

運

速い

兄

酒

肉

襟

顎髭

瓜

用事

爪

騰

車輪

捨てる

雄

牛

耳

風

平原

鳳里

どんな
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ダグール語南屯方言の蒋徴

38

39

40

（6＞

」　41

　　42

　　43

　　44

　　45

kuggQB

ku至s

kud3u：

　9

uglD

nugur

n疑gu

d5ug呈・

sag玉一

熱ungeen

huls

hujuu

　9～W
ugin

Ruwur

n鷲WU

jugi－

sag玉一

k6nggen

k6｝sUn

矯廿9雛u

　茎く

6kln

n6k6r

濾ken

∫ok圭一

saki，

軽い

汗

首

娘

夫，妻

穴

合う

守る

この開係をプトハ方書について整理すると次のようになる。

＊ q　＞

＊ q　＞

＊ q　＞

盆
h

プトハ方書

9～w

（1）

（2）

（3＞

＃ V

A

D

C V V V

C

〉
〉
＞

w
K
L
耗
k

寧
寧
寧
M
h9～W

（4）

（5）

（6）

F
N

G

」

　（1）と（2＞及び（4＞と（5）に晃られる閉鎖音と摩擦音の分化（あるいは閉鎖音の摩擦音化）がどの条件で

起こったかは非常に複雑であり、一欝では表現できない。はっきり欝えるのは鷹擦化は語頭でしか

起こらなかったという点だけである。一方（3）と㈲の変化（有声化）thS’起こったのは、ほぼ次のよう

な条件であったと考えられる。

　①母音闘にあること（すなわちL■’”－n’il］一に子音がないこと）。したがってBやGの場合は除かれる

　　　ことになる響〉

　②後続の母音が短母音であること。すなわち、麿声化が起こった段階で後続の母暫が長母音で

　　　はないこと。したがってakaa「兄」，　ukaa「知識」のような場含は除かれることにな

　　　る（乙8）

　③語頭あるいは問題となっている音籔の？｝EIの斎節に無声子膏がないこと。ただしsは溺であ

　　　る（騨　したがって、tak「蹄鉄」，　Cllki「耳」などは除かれる。

　④　問題となっている音飾がある種の形態索ではないこと。綱えばwairkan「近v・　」，蝉翫餓

　　　「小さい」の一kan～－kenのkは膚声化しない。…方、形動詞の一wuはすべて蕎声化して

10
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　　　いる。

南屯方喬について整理すると次のようになる。

南屯方書 ＃ V C V V
＊ Cl　＞　x

露 q　＞　9

V
（1）（2）

（3）

A，D B

C
E

＊ k　＞　k

寧 k　＞　9

（4）（5）

（6）

F，王 G
J

　爾屯方琶の特徴はプトハ方欝などに起こった（1＞と（2＞及（4＞と（5）の分化が起こっていないという点で

ある。したがって有声化が起こった（3）と（6）を除くと、＊qがxに、＊kがkにきれいに対応する。

すなわち、㌔だけが摩擦音化を起こしたことになる。（3）と（6＞の変化が起こった条件はプトハ方署

などとほぼ伺じである。摩擦音化と麿声化とどちらが先行したかは不明である。なお、Martinの

記述したオノン氏の発音には、（3＞や（6）のような有声化は全く見られないという特徴がある。

　南屯方需ではxとkの現れ方は、借絹語を除くと、共時的にはxはa，oに隣接しているときに

のみ現れ、kはe，　u，　i，　eに隣接しているときにのみ現れるという鋼約がある。

　モンゴル文語に対応する語が見られない語でxもしくはkが含まれている語には次のようなも

のがある。

（1＞

（2）

（3）

南屯方覆

X

46　xaso；

47　xwa茎im

48　d3ax

　　　X

49　xwal

　　k

50　ketes

51　　kja：tar

52　kwa：rt

53　　aD茎謡e：

54　董）u玉k斌

55　　bakart

プトハ方書

　k

kaSOO

kual至mp

lak

　h〔x］

hual

　k

ketes

kiaatar

kuaart

aniekie

bulku

　（bakarの

鉄

燕麦

物

家の床より高い部分

できもの

水棚

騰殺絹のナイフ

親戚関係のない人

鏡

火引ききのこ

！l



ダグール語南屯方醤の特徴

56　　tikk∈）s

57　Sorkw

tibkees

xorkO

釘

かんざし

5．エベンキ語との関係

　第3節で見たダグール語南屯方言の嗣化に類似した現象がエベンキ語梛温克語）にもみられる。

胡増益、朝克（1986）によると、エベンキ語にはbb，　pp，　mm，　Cld，　tt，　nn，11，　d3d3，　SS［tShtSh　］，　jj，

gg，　xx［khkh　1の長子音があり、共時的には、　r，　gが後続するb，　m，　t，　d，　n，　d3，　S［tS］に同化

し、またrg，　tx　［kh　］がそれぞれ［kk］，［khkh　］になるという現象があるという。この現象

はモンゴル語tergenからの借用語toggeD「劇等にも確認できる。オロチョン語（郡倫春語）、

ポジェン語（赫哲語）など他のッングース語と比べてみると、この現象はエベンキ語内部に起こっ

た薪しい変化であることがわかる。なお、胡増益、朝克（1986）によると、この現象はエベンキ語

のハイラル方言に最も顕著であるという。

　ここで問題になるのは、マスキ氏の発音がエベンキ語のハイラル方言の影響を受けたものである

のかどうかという点である。エベンキ語のハイラル方書はダグール語のハイラル方露が話されてい

る地域のみならずプトハ方言が謡されている地域ともほぼ重なり合うので、もしエベンキ語がダ

グール語に影響を与えたのであれば、なぜその影響がダグール語の爾屯方誉にしか現れていないの

かが問題になる。

　ダグール語南屯方言の周化は最初の子音がb，g～γ（すなわちr以外の場合）に限られている

という特徴がある。一方エベンキ語の長子音は共時的にも通時的にも第～子音がrの場合も含ま

れているという違いがある。

　ダグール語およびエベンキ語、オロチョン語などのッングース語に共通する語彙で岡化（長子

音）あるいは語末でのr化に関係があるものには次のような語がある。

プトハ方言　南屯方雷

1
2
3
4
5
ρ
◎
7
＿

sa「p　　　　saPP

圭arq　　　　lattS

重ib茎【ees　　tikkes

kurd　　　　kurd

bor（玉◎o

barkaR

tereg　　　　terog

讐郵温克語簡志護　　墜樗温克語

（ハイラル方霧）　　蒙漢対照詞彙藷

Sappu

naSSI

tiXxeSun

boSSo

teggen

sαbp

圭αgtsi

童igkgsug

h鷲ddu

b3gtSo

もudkαe

t∂99∂9

£那倫春語簡志k

Sarbu

nabutSi

b3rtSo

tergen

箸

葉

釘

車輪

豆

仏

華

12
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8　sard宝e

g　m董ard　　mjard

10　（bakart）　bakart

ll　（sujir～9）sud3圭9

12　　bulaar

13　　kodir　　　xodir

saddi

midda

bulag

xudur

seddie

m圭rdα

buhGdtG

SU（i3ur

bular

hudur

Sagdi

migdu

kudir

老いた

豹

火引
きのこ

僑仰

泉

井戸

　『那温克語蒙漢対照詞蜘の子音連続のうち、bp，　gt＆gk，　dtは完全にではないが逆行同化が起

こっているものと解釈できる。

　1～7はモンゴル系の語彙であるが、そのうち1－一　3は子音連続にrを持たない語彙であり、

4～7は子音連続にrを持つ語彙である。プトハ方言では子音連続の第一子音がすべてrに変化

しているのに対し、南屯方雷では第一子音にr以外の子音があるときにのみ瞬化を起こしている

ことがわかる。一方、エベンキ語では、すべての場合に岡化を起こしている。

　8～10はッングース系の語彙であると思われるが、『那倫春語簡志iが示すgがより古い形を保

存しているものと思われる。南屯方言で9，10が同化していないのはなぜかよくわからない。IOに

ついては南屯方言でaの前にkが現れることから考えると、比較的新しい時代にプトハ方言から

借用されたのかもしれない。

　ll～13はモンゴル系の語藁で語末にg－rを持つ語藁である。エベンキ語、オロチョン語はモン

ゴル語もしくはダグール語を借用したものである。ダグール語ではプトハ方言、南屯方言を問わず、

g～γが保存される場合とrに変わる場合とある。

　1～10の例および第3節のG（41～51）の例から考えて、南屯方言の逆行隅化はエベンキ語の逆

行詞化とは別のものであると思われる。

油

（1）ダグール語の正書法を制定しようという試みが恩和田圏によってなされている。表記体系の概要

　は『達漢小罰撫からうかがわれる。

（2＞例えば、鮪志sにはaneekeeの意味として「客人」という訳語を載せているが、これは「親戚

　関係のない人aの意である。マスキ氏の発音はaokje：だった。

（3）IMIollfle（1930），　Poppe（1934），津曲（1986）のいずれにも、本稿第3節でとりあげる逆行岡

　化と同じ現象は見られない。掌木四来、給勘額爾敦（1983：85－87）にも同化についての記述が

　あるが、本稿のものと岡じ現象については全く触れられていない。

（4）『比較sに採録されているハイラル方言の資料の中にもxaso：d3「質問して」、　xarab「十」、

　総kre：r「牛で」のような例がある。

13



ダグール語南屯方言の特徴

（5）出典は次のとおりである。プトハ方雷は恩和巴圖（1983）、ハイラル方雷はflOllfie（1930）、オノ

　ン氏の方言はMartin　（1961）、薪艦方雷は開英（1983）。

（6）Poppe（1934：216－218）にはハイラル方需の詩が載っている。2行冒の「十」及び39行霞の

　「赤い」を意味する語の語頭にはxが記されている。～方46行呂の「赤い」を意味する語の語頭

　にはxは記されていない。したがって、ハイラル方言でも＊pに対応するxが現れたり現れな

　かったりするようである。マスキ氏が歌ってくださった歌の中に「年Aを意味する語があり、

　㌔に対濾するXが現れた。リズムの関係からかXO：gではなくxogという形で現れた。

　　弩ヒ較誰に採録されているハイラル方雷の資料の中にも、xaso：d3「尋ねて」，　xareb　「十」，

　）eekre：r「集で」のようにxが付いている例が見られる。

（7）開英（1982）の辞書で長母音を持っている語は派生語を除くと38語しかない。

（8）モンゴル文語Ukif・「死ぬ」に対応する語はuu一と記されている。これは数少ないkの有声化の

　例である。tuiun＝＝tuigun「生の」がモンゴル文語の磁g甑e圭に対癒するのであれば、これも

　kの有声化の例である。なお注働を参照。

（9）辞書の見出し語における子音連続は次のとおりである。

「達漢小詞典s

プトハ方言

「達斡爾、恰薩克、漢語対照詞典s

　　　　　新彊方言

p　b t　d　　s q　j　x k　g t　（l　s k　g r　h

m ○　○ ○ ○ W ○ ○ ○

＿一 一 　… 　 … …
b ○　　　○ ○　○　○ ○ P ○

一一 一一 …
1 ○　○ ○　○　○ 600 ○ 1 ○　○　○ ○

一　 　 …
n ○ ○　○　○ ○　O　O ○　○ n o　O　O ○
一一… 一…一 　一 一

r ○ ○　○　○＿一　 ○　○○一…　 Ω r ○　○　○＿　＿ ○　○一　

X ○ Ω s ○

y
　

y

一
k ○　　　○

＿　 ～一9 ○
一 　

○　語末C∫C　，，　＃のC，C議

＿
　語中C，C，C　，，のCIC2

14
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（IQ｝語末で子音が連続するのは、15種類47例、語中で子音が三つ連続するのは8種類9例しかない。

語来C、C選

rs

rt

rd

rb，

rk，

17例

5例

1例

1例

2例

語中CIC、C、

　　rsl　　　1｛列

「sg

rsm

1例

1例

S
d
1d3

茎ti

ltk

圭tg

2例

1例

1例

1例

1例

1例

ns

nd

ng

nk，

ng，

ntg

ndk

6例

2例

1例

1例

2例

2例

1｛列

wr

WS

3例

1例

（ll）語来子音のロ蓋化の様子は各方讐で少しずつ異なっている。

　　　　　プトハ方書　プトハ方言
南屯方雷
　　　　　　9「簡志di　　『比較s

プトハ方雷　　　　　　　　　　　　オノン氏
　　　　　　　編蓬方雷￥達漢小詞典』　　　　　　　　　　　　の方言

seul

d3ib

xonl

garl

seulj

d3ibj

xonj

garj

s謡

d3ib，

XO塗，

gar，

seuli

jib

honi

ga「！

Seul

Honi

Gari

seull

jibi

honi

gari

㌔eg養童

＊」圭be

ぷ　　　　ヲ

傑onm

γar

尾

錆

羊

手

　なお「錆」の再構形は服部（1983：111）による。

働表記の煩雑さを避けるために、他の方言の例としては、プトハ方署の例を『達漢小詞典』の表記

　で示す。括弧に入れてあるのは、f達漢小詞典sには記載されていない語であるが、この辞書の

　表記体系に基づいて表記した。マスキ氏のダグール語の動詞はすべて一we：（－boiでも一bo：で

　もない）が付いた形で採録したが、ここでは語幹だけを示した。糠漢小詞典毒では一bei、if達

　斡爾、恰薩克、漢語対照調典sでは一guが付いた形で記載されている。

㈱ッングース語の形は次のようになっている。梛温克語簡志sSappu，勢隅克語蒙漢対照詞蜘

　sαbp，糊1倫春語簡志踵sarbv，『赫哲語簡志s　sabk圭。

（14）モンゴル文語語の形は武・呼格吉勒図（1986：46）による。なお勢｝1温克語簡志stixxeSao、

　噸賜克語蒙漢対照詞蜘tigkesug。

㈱＊qと＊kは同じ皆素の異音だと考えられるが、説明の便宜上別々に扱う。南屯方霧は、この点

　ではrlOilfle（1930：131－132）に述べられているハイラル方言と殆ど罵じである。

㈹no闇e（1930）では口蓋垂摩擦音S　［明、霞蓋垂閉鎖音〆［G3、軟口蓋閉鎖音r［g］が区

　溺されていて、環蓋塾摩擦音は主に、対応するモンゴル文語で男姓語の母音問に現れ、語彙集に

15



ダグール語南屯方言の特徴

はこの音を含む語が25掲載されている。しかし、母音問で閉鎖音が記されている語も16語あり、

音韻的な用語でその使い分けを記述するのは困難である。TOAaeBa（1960）でも、　Eとvが区別

されており、やはり、その使い分けを記述するのは困難である。ylonRe（1930）とは違って6が

語頭に現れる語もある。『達漢小詞撫におけるgとwの書き分けは、これらとは違って、音

韻的な用語を用いてある程度その使い分けを区別できる。　燵漢爾、恰薩克、漢語対照詞典ム

TOAaeBa（1986）にはこの区別はない。マスキ氏の発音で明らかに摩擦音が聞かれたのは、

oxw　「脳」の一語である。

音　　価 達漢小詞典 新彊方言

k（～（1） k k

＊ k～＊璽 〉 x（～γ） h h

＊ 9～＊γ 〉

9（～x）

G（～の

9～w 9

＊ b 〉 b（～β） b～w b～w

上の表で太い枠で囲まれている部分のg～xの表き分けは次のようになっている。

＊ k～＊q　＞

aqa

mlqan

γaqal

saqal

ariki

eke

yeke

6kin

＊ k～＊q

noqal

SO儀O「

9

ag

mlag

gag

sagal

a「91

eg

hig

ugm

W

nOW賛

SQwor

Ag

M宝ag

Gag

Sagal

Arki

Eg

Ig～Xig

Ugin

NogO

Sogor

兄

肉

豚

髭顎

鱈
、

7

母

大きい

娘

犬
　
盲
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nUke

n6k6r

＊9－一　＊γ　〉

daγaγa

6ngge

＊ 9～＊γ　〉

moγOl

noγOγan

｝lrγ疑γan

taγu

nUWU

n疑wur

9

daag

ungu

W

mOWO

Nugu

Nugur

Dag

Ungu

Mogo

nuwaars　Nugars

」三rwOO

taaWU

JirgO

Tagu

穴

夫、妻

子馬

顔色

蛇

青草

六

こがらす

　　すなわち、＊k～＊（1，＊g～＊γに由来するwは、（1）円唇母音o，uに隣鞍し、（2）ungu「顔色」

　のように直前にnがなく、（3）ugin「娘」のように直後に呈がないという条件を満たした場合に

　用いられ、それ以外の条件ではgが用いられている。なお、㌔に由来するwは非円唇母音に

　隣接する位遣でも用いられている。

（切kolgi「耳垢」（qu玉ki）は例外。『比較圏にorgi－「捨てる」（orki－）という語が載っているが、

　これも例外。

⑯さらにeg　「・｝1　」（eke＞に対してekee「flM　」という例もある。

（19）　sak　「躁骨」（saqa）は例外。　tuiwun「生の」がモンゴル文語の痴g藪eiに対癒するのであれ

　ば、これも例外になる。
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